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(57)【要約】
　ワイヤレス通信システムにおける電力節約のための方
法、システム、およびデバイスについて説明する。諸実
施形態では、電力節約は、変調およびコーディング方式
(MCS)値をガイダンスのための要因として使用して、ワ
イヤレス通信デバイスの電力モードを適応制御すること
によって達成され得る。一態様によれば、デバイスは受
信モードであり得る。第1の電力モードである間に、デ
バイスは、送信フレームを介して送信されている着信デ
ータのための制御情報を受信し得る。制御情報はフレー
ムの第1の部分にあり、後続のデータはフレームの第2の
部分にあり得る。制御情報は、着信データに適用される
MCSに対応するMCS値を含むかまたはさもなければ示し得
る。MCS値に基づいて、デバイスは、着信データを受信
するための第2の電力モードに適応的に切り替えられ得
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信デバイスのための適応電力制御の方法であって、
　前記デバイスの第1の電力モードである間に、送信フレーム中の着信データのための制
御情報を受信するステップであって、前記制御情報が、変調およびコーディング方式(MCS
)値を含む、ステップと、
　前記MCS値に少なくとも部分的に基づいて、前記デバイスの第2の電力モードに適応的に
切り替えるステップと
を含む方法。
【請求項２】
　前記第2の電力モードである間に、前記送信フレームの着信データを受信するステップ
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記第2の電力モードが、前記第1の電力モードよりも低い電力モードである、請求項1
に記載の方法。
【請求項４】
　前記第2の電力モードに適応的に切り替えるステップが、
　前記第1の電力モード用のモデムに関連付けられた複数の送信/受信(Tx/Rx)チェーンの
各々にルーティングされるメイン合成器から、前記第2の電力モード用の前記複数のTx/Rx
チェーンのうちの1つにそれぞれルーティングされる複数のローカル合成器に切り替える
ステップ
を含む、請求項3に記載の方法。
【請求項５】
　前記第2の電力モードに適応的に切り替えるステップが、
　位相ロックループ(PLL)の電圧源、合成器の電圧源、もしくは両方を変更するステップ
、
　前記PLLの低ドロップアウト調整器(LDO)、前記合成器のLDO、もしくは両方をオフにす
るステップ、
　高性能回路へのバイアス電流を変更するステップ、
　またはそれらの組合せ
を含む、請求項3に記載の方法。
【請求項６】
　切替えによって引き起こされる位相誤差を軽減するために、前記第2の電力モードに切
り替える前に位相誤差を調整するステップ
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　位相誤差を調整するステップが、
　関連する電圧制御発振器(VCO)のセトリングレートを上げるために、合成器ループの帯
域幅を増加するステップ
を含む、請求項6に記載の方法。
【請求項８】
　位相誤差を調整するステップが、
　前記第1の電力モードと前記第2の電力モードとの間の移行点のためのMCSレートを実装
するステップであって、前記実装されたMCSレートが、前記第2の電力モードに関連付けら
れたMCSレートよりも低く、切替えによって引き起こされる位相誤差を軽減するエラーベ
クトル振幅(EVM)制約を有する、ステップ
を含む、請求項6に記載の方法。
【請求項９】
　位相誤差を調整するステップが、
　所定の位相調整を適用するステップ



(3) JP 2017-517205 A 2017.6.22

10

20

30

40

50

を含む、請求項6に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第2の電力モードが、前記第1の電力モードよりも高い電力モードである、請求項1
に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第2の電力モードに適応的に切り替えるステップが、
　前記第1の電力モード用の複数の送信/受信(Tx/Rx)チェーンのうちの1つにそれぞれルー
ティングされる複数のローカル合成器から、前記第2の電力モード用のモデムに関連付け
られた前記複数のTx/Rxチェーンの各々にルーティングされるメイン合成器に切り替える
ステップ
を含む、請求項10に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第2の電力モードに適応的に切り替えるステップがまた、前記デバイスによって受
信されるべきであるパケットの長さに基づく、請求項1に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第2の電力モードに適応的に切り替えるステップがまた、前記デバイスによって受
信されるべきであるビームフォーミングされたパケットまたはシングルユーザパケットに
基づく、請求項1に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第2の電力モードに適応的に切り替えるステップがまた、前記デバイスによって受
信されるべきであるパケットの受信信号強度インジケータ(RSSI)、信号対雑音比(SNR)ま
たは信号対干渉雑音比(SINR)に基づく、請求項1に記載の方法。
【請求項１５】
　制御情報を受信するステップが、
　ワイヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)プリアンブルを受信するステップ
を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第2の電力モードに切り替えるステップが、
　前記制御情報の受信の間に、前記第2の電力モードに切り替えるステップ
を含む、請求項15に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第2の電力モードに切り替えるステップが、
　前記制御情報の受信が完了した後に、前記第2の電力モードに切り替えるステップ
を含む、請求項15に記載の方法。
【請求項１８】
　前記デバイスがロングタームエボリューション(LTE)デバイスであり、制御情報を受信
するステップが、
　物理ダウンリンク制御チャネル(PDCCH)を介して制御情報を受信するステップ
を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１９】
　前記第2の電力モードに切り替えるステップが、
　前記PDCCHを介した前記制御情報の受信の間に、前記第2の電力モードに切り替えるステ
ップ
を含む、請求項18に記載の方法。
【請求項２０】
　前記第2の電力モードに切り替えるステップが、
　前記PDCCHを介した前記制御情報の受信が完了した後に、前記第2の電力モードに切り替
えるステップ
を含む、請求項18に記載の方法。
【請求項２１】



(4) JP 2017-517205 A 2017.6.22

10

20

30

40

50

　前記着信データのための前記MCS値が、ダウンリンク制御情報(DCI)許可において示され
る、請求項18に記載の方法。
【請求項２２】
　ワイヤレス通信デバイスであって、
　前記デバイスの第1の電力モードである間に、送信フレーム中の着信データのための制
御情報を受信するように構成された受信機であって、前記制御情報が、変調およびコーデ
ィング方式(MCS)値を含む、受信機と、
　前記MCS値に少なくとも部分的に基づいて、前記デバイスの第2の電力モードに適応的に
切り替えるように構成された電力コントローラと
を備えるワイヤレス通信デバイス。
【請求項２３】
　前記受信機が、
　前記第2の電力モードである間に、前記送信フレームの着信データを受信するようにさ
らに構成される、請求項22に記載のデバイス。
【請求項２４】
　前記第2の電力モードが、前記第1の電力モードよりも低い電力モードである、請求項22
に記載のデバイス。
【請求項２５】
　前記第1の電力モード用のモデムに関連付けられた複数の送信/受信(Tx/Rx)チェーンの
各々にルーティングされるメイン合成器と、
　前記第2の電力モード用の前記複数のTx/Rxチェーンのうちの1つにそれぞれルーティン
グされる複数のローカル合成器とをさらに備え、前記電力コントローラが、前記メイン合
成器から前記複数のローカル合成器に切り替えることによって、前記第2の電力モードに
適応的に切り替えるように構成される、
請求項24に記載のデバイス。
【請求項２６】
　ワイヤレス通信デバイスのための適応電力制御のための装置であって、
　前記デバイスの第1の電力モードである間に、送信フレーム中の着信データのための制
御情報を受信するための手段であって、前記制御情報が、変調およびコーディング方式(M
CS)値を含む、手段と、
　前記MCS値に少なくとも部分的に基づいて、前記デバイスの第2の電力モードに適応的に
切り替えるための手段と
を備える装置。
【請求項２７】
　前記受信するための手段が、
　前記第2の電力モードである間に、前記送信フレームの着信データを受信するようにさ
らに構成される、請求項26に記載の装置。
【請求項２８】
　前記第2の電力モードが、前記第1の電力モードよりも低い電力モードである、請求項26
に記載の装置。
【請求項２９】
　前記第1の電力モード用のモデムに関連付けられた複数の送信/受信(Tx/Rx)チェーンの
各々にルーティングされるメイン合成器と、
　前記第2の電力モード用の前記複数のTx/Rxチェーンのうちの1つにそれぞれルーティン
グされる複数のローカル合成器とをさらに備え、前記第2の電力モードに前記適応的に切
り替えるための手段が、前記デバイスを前記第1の電力モードから前記第2の電力モードに
移行するために、前記メイン合成器から前記複数のローカル合成器に切り替えるように構
成される、
請求項28に記載の装置。
【請求項３０】
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　記憶された命令を含む非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって、前記命令が、
　デバイスの第1の電力モードである間に、送信フレーム中の着信データのための制御情
報を受信することであって、前記制御情報が、変調およびコーディング方式(MCS)値を含
む、受信することと、
　前記MCS値に少なくとも部分的に基づいて、前記デバイスの第2の電力モードに適応的に
切り替えることと
を行うようにコンピュータによって実行可能である、非一時的コンピュータ可読記憶媒体
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　本特許出願は、2014年5月27日に出願され、本出願の譲受人に譲渡された、Homchaudhur
iらによる「Adaptive Control of RF Low Power Modes in a Multi-Rate Wireless Syste
m Using MCS Value」という名称の米国特許出願第14/287,663号の優先権を主張する。
【背景技術】
【０００２】
　ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、ブ
ロードキャストなどの様々な通信サービスを提供するために広く展開されている。これら
のワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有することによって
複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得る。
【０００３】
　ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのワイヤレスデバイスの通信をサポートする
ことができるアクセスポイント(AP)など、いくつかのネットワークデバイスを含み得る。
ワイヤレスデバイスは、ネットワークデバイスと双方向で通信し得る。たとえば、ワイヤ
レスローカルエリアネットワーク(WLAN)内で、局(STA)は、ダウンリンクおよびアップリ
ンクを介して関連するAPと通信し得る。ダウンリンク(または順方向リンク)はAPから局へ
の通信リンクを指し、アップリンク(または逆方向リンク)は局からAPへの通信リンクを指
す。加えて、ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのワイヤレスデバイスの通信をサ
ポートすることができる基地局(BS)など、いくつかのネットワークデバイスを含み得る。
【０００４】
　ワイヤレス通信デバイス(たとえば、局)が、電力モードを制御し、デバイスが無線構成
要素などの構成要素の電源を切断するまたは電源をオフにするのを可能にすることから恩
恵を受け、それによって電力消費を低減することができる場合があり得る。一般に、モバ
イル通信デバイスはデバイスに含まれる1つまたは複数のバッテリーによって提供される
電力の量に制限されるので、省電力化はそのようなデバイスの重要な態様である。したが
って、実装しやすく、電力消費を低減する機会の増加をもたらすことができる電力節約技
法が望まれる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　説明する特徴は、一般に、ワイヤレス通信システムにおける電力節約のための様々な改
善されたシステム、方法、および/または装置に関する。電力節約は、変調およびコーデ
ィング方式(MCS)値をガイダンスのための要因として使用して、ワイヤレス通信デバイス
の電力モードを適応制御することによって達成され得る。一態様によれば、デバイスは受
信モードであり得る。第1の電力モードである間に、デバイスは、送信フレームを介して
送信されている着信データのための制御情報を受信し得る。制御情報はフレームの第1の
部分にあり、後続のデータはフレームの第2の部分にあり得る。制御情報は、着信データ
に適用されるMCSに対応するMCS値を含むかまたはさもなければ示し得る。MCS値に基づい
て、デバイスは、着信データを受信するための第2の電力モードに適応的に切り替えられ
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得る。したがって、デバイスによる電力消費は、たとえば、適切なときに、より低い電力
モードで着信データを受信するために、および/または、必要に応じてのみ、より高い電
力モードで着信データを受信するために、MCS値に従って電力モードを適応的に切り替え
ることによって低減され得る。発信フレームのMCS値は、デバイスが送信モードであると
き、デバイスの電力モードを適応的に切り替えるために同様に使用され得る。
【０００６】
　ワイヤレス通信デバイスのための適応電力制御の方法について説明する。一構成では、
方法は、デバイスの第1の電力モードである間に、送信フレーム中の着信データのための
制御情報を受信するステップを伴い得る。制御情報は、変調およびコーディング方式(MCS
)値を含み得る。方法は、MCS値に少なくとも部分的に基づいて、デバイスの第2の電力モ
ードに適応的に切り替えるステップを伴い得る。
【０００７】
　いくつかの態様では、方法は、第2の電力モードである間に、送信フレームの着信デー
タを受信するステップを伴い得る。
【０００８】
　いくつかの態様では、第2の電力モードは、第1の電力モードよりも低い電力モードであ
り得る。そのような実施形態では、第2の電力モードに適応的に切り替えるステップは、
第1の電力モード用のモデムに関連付けられた複数の送信/受信(Tx/Rx)チェーンの各々に
ルーティングされるメイン合成器から、第2の電力モード用の複数のTx/Rxチェーンのうち
の1つにそれぞれルーティングされる複数のローカル合成器に切り替えるステップを伴い
得る。代替または追加として、第2の電力モードに適応的に切り替えるステップは、位相
ロックループ(PLL)の電圧源、合成器の電圧源、もしくは両方を変更するステップ、PLLの
低ドロップアウト調整器(LDO)、合成器のLDO、もしくは両方をオフにするステップ、高性
能回路へのバイアス電流を変更するステップ、またはそれらの組合せを伴い得る。
【０００９】
　他の態様では、第2の電力モードは、第1の電力モードよりも高い電力モードであり得る
。そのような実施形態では、第2の電力モードに適応的に切り替えるステップは、第1の電
力モード用の複数の送信/受信(Tx/Rx)チェーンのうちの1つにそれぞれルーティングされ
る複数のローカル合成器から、第2の電力モード用のモデムに関連付けられた複数のTx/Rx
チェーンの各々にルーティングされるメイン合成器に切り替えるステップを伴い得る。代
替または追加として、第2の電力モードに適応的に切り替えるステップは、位相ロックル
ープ(PLL)の電圧源、合成器の電圧源、もしくは両方を変更するステップ、PLLの低ドロッ
プアウト調整器(LDO)、合成器のLDO、もしくは両方をオンにするステップ、高性能回路へ
のバイアス電流を変更するステップ、またはそれらの組合せを伴い得る。
【００１０】
　いくつかの態様では、方法は、切替えによって引き起こされる位相誤差を軽減するため
に、第2の電力モードに切り替える前に位相誤差を調整するステップを伴い得る。そのよ
うな態様では、位相誤差を調整するステップは、関連する電圧制御発振器(VCO)のセトリ
ングレートを上げるために、合成器ループの帯域幅を増加するステップを伴い得る。代替
または追加として、位相誤差を調整するステップは、第1の電力モードと第2の電力モード
との間の移行点のためのMCSレートを実装するステップであって、実装されたMCSレートが
、第2の電力モードに関連付けられたMCSレートよりも低く、切替えによって引き起こされ
る位相誤差を軽減するエラーベクトル振幅(EVM)制約を有する、ステップを伴い得る。代
替または追加として、位相誤差を調整するステップは、所定の位相調整を適用するステッ
プを伴い得る。
【００１１】
　いくつかの態様では、第2の電力モードに適応的に切り替えるステップはまた、デバイ
スによって受信されるべきであるパケットの長さに基づき得る。代替または追加として、
第2の電力モードに適応的に切り替えるステップはまた、デバイスによって受信されるべ
きであるビームフォーミングされたパケットまたはシングルユーザパケットに基づき得る
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。代替または追加として、第2の電力モードに適応的に切り替えるステップはまた、デバ
イスによって受信されるべきであるパケットの受信信号強度インジケータ(RSSI)、信号対
雑音比(SNR)または信号対干渉雑音比(SINR)に基づき得る。
【００１２】
　いくつかの態様では、制御情報を受信するステップは、ワイヤレスローカルエリアネッ
トワーク(WLAN)プリアンブルを受信するステップを伴い得る。そのような態様では、第2
の電力モードに切り替えるステップは、制御情報の受信の間に、第2の電力モードに切り
替えるステップを伴い得る。代替的に、第2の電力モードに切り替えるステップは、制御
情報の受信が完了した後に、第2の電力モードに切り替えるステップを伴い得る。
【００１３】
　いくつかの態様では、デバイスは、ロングタームエボリューション(LTE)デバイスであ
り得る。そのような態様では、制御情報を受信するステップは、物理ダウンリンク制御チ
ャネル(PDCCH)を介して制御情報を受信するステップを伴い得る。そのような態様では、
第2の電力モードに切り替えるステップは、PDCCHを介した制御情報の受信の間に、第2の
電力モードに切り替えるステップを伴い得る。代替的に、第2の電力モードに切り替える
ステップは、PDCCHを介した制御情報の受信が完了した後に、第2の電力モードに切り替え
るステップを伴い得る。いくつかの態様では、着信データのためのMCS値は、ダウンリン
ク制御情報(DCI)許可において示され得る。
【００１４】
　ワイヤレス通信デバイスについて説明する。一構成では、デバイスは、デバイスの第1
の電力モードである間に、送信フレーム中の着信データのための制御情報を受信するよう
に構成された受信機を含み得る。制御情報は、変調およびコーディング方式(MCS)値を含
み得る。デバイスはまた、MCS値に少なくとも部分的に基づいて、デバイスの第2の電力モ
ードに適応的に切り替えるように構成された電力コントローラを含み得る。さらに、受信
機および/または電力コントローラは、上記で説明し、本明細書でさらに説明するような
方法の様々な追加の機能を実行するように構成され得る。
【００１５】
　ワイヤレス通信デバイスのための適応電力制御のための装置について説明する。一構成
では、装置は、デバイスの第1の電力モードである間に、送信フレーム中の着信データの
ための制御情報を受信するための手段を含み得る。制御情報は、変調およびコーディング
方式(MCS)値を含み得る。装置はまた、MCS値に少なくとも部分的に基づいて、デバイスの
第2の電力モードに適応的に切り替えるための手段を含み得る。さらに、装置は、上記で
説明し、本明細書でさらに説明するような方法の様々な追加の機能を実行するように構成
された手段を含み得る。
【００１６】
　コンピュータプログラム製品について説明する。一構成では、コンピュータプログラム
製品は、記憶された命令を含む非一時的コンピュータ可読媒体であり得る。命令は、デバ
イスの第1の電力モードである間に、送信フレーム中の着信データのための制御情報を受
信することであって、制御情報が、変調およびコーディング方式(MCS)値を含む、受信す
ることと、MCS値に少なくとも部分的に基づいて、デバイスの第2の電力モードに適応的に
切り替えることとを行うようにコンピュータによって実行可能であり得る。さらに、記憶
された命令は、上記で説明し、本明細書でさらに説明するような方法の様々な追加の機能
を実行するようにコンピュータによって実行可能であり得る。
【００１７】
　説明する方法および装置の適用性のさらなる範囲は、以下の発明を実施するための形態
、特許請求の範囲、および図面から明らかとなろう。説明の範囲内の様々な変更および修
正が当業者に明らかとなるので、発明を実施するための形態および特定の例は例示として
与えられるものにすぎない。
【００１８】
　以下の図面を参照すれば、本開示の性質および利点のさらなる理解が得られ得る。添付
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の図において、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る。さらに、同じタ
イプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、同様の構成要素を区別する第
2のラベルとを続けることによって区別され得る。第1の参照ラベルのみが本明細書で使用
される場合、説明は、第2の参照ラベルにかかわらず、同じ第1の参照ラベルを有する同様
の構成要素のうちのいずれか1つに適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】様々な実施形態によるワイヤレス通信システムの一例を示す図である。
【図２Ａ】フレームの一例を示す図である。
【図２Ｂ】フレームの別の例を示す図である。
【図３】別のフレーム構造の一例を示す図である。
【図４】PDCCH復号に関するDRXサイクルのタイミングチャートを示す図である。
【図５】電力モード間で移行するためにワイヤレス通信デバイスによって用いられ得る構
成要素の配置の一例のブロック図である。
【図６Ａ】ワイヤレス通信デバイスの一例のブロック図である。
【図６Ｂ】ワイヤレス通信デバイスの別の例のブロック図である。
【図７Ａ】ワイヤレス通信デバイスの別の例のブロック図である。
【図７Ｂ】ワイヤレス通信デバイスの別の例のブロック図である。
【図８】様々な実施形態によるワイヤレス通信デバイスアーキテクチャの一例のブロック
図である。
【図９】ワイヤレス通信デバイスの適応電力制御を実装するための方法のフローチャート
である。
【図１０】ワイヤレス通信デバイスの適応電力制御を実装するための別の方法のフローチ
ャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　WLAN局またはロングタームエボリューション(LTE)ユーザ機器(UE)などのワイヤレス通
信デバイスのための適応電力制御について説明する。様々な実施形態では、デバイスは、
着信データ(たとえば、フレームまたはパケット)を受信するための受信モードであり得る
。デバイスは最初に、第1の電力モードですべてのパケットを受信するように構成され得
る。第1の電力モードである間に、デバイスは、着信データのための制御情報を受信し得
る。受信された制御情報は、着信データに関連付けられた変調およびコーディング方式(M
CS)値を含み得る。MCS値に基づいて、デバイスは、第2の電力モードに適応的に切り替え
られ得る。次いで、デバイスは、第2の電力モードである間に、着信データを受信し得る
。したがって、デバイスによってすべての着信データが高電力モードで受信される従来の
受信モード動作とは対照的に、デバイスは、着信データに関連付けられたMCS値に基づい
て、電力モードを適応的に調整し得る。したがって、デバイスは、適切であるときはいつ
でも、より低い電力モードが使用され得る(たとえば、MCSが、性能を犠牲にすることなし
に、より低い電力モードが使用されることを可能にする)ように、電力モードを適応制御
し得る。本明細書で使用する「高電力モード」または「より高い電力モード」および「低
電力モード」または「より低い電力モード」は、設定値または特定の電力比がない、互い
に相対的なものであり、様々な実装形態に従って決定され得る。さらに、高電力モード/
より高い電力モードおよび低電力モード/より低い電力モードは、電力値のそれぞれの範
囲および/または単一の設定電力値ではなく複数の相異なる電力値を伴い得る。
【００２１】
　たとえば、デバイスは、受信された制御情報中のMCS値が、着信データがより低い電力
モードでデバイスによって受信されることを可能にするほど十分に低い(たとえば、MCS6
またはそれ以下)と判断し得る。したがって、デバイスは、着信データのための適切な電
力モードを判断し(たとえば、高電力モードおよびより低い電力モードから選択し)、受信
のための電力消費を低減するために電力モード間で適応的に切り替えることができる。い
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くつかの実施形態では、第2の電力モードは、第1の電力モードよりも低い電力モードであ
り得る。代替的に、第2の電力モードは、第1の電力モードよりも高い電力モードであり得
る。
【００２２】
　他の様々な実施形態では、デバイスは、発信データを送信するための送信モードであり
得る。デバイスは、発信データに関連付けられたMCS値を制御するかまたはさもなければ
判断することができるので、デバイスは、発信データのための適切な電力モードを判断し
、送信のための電力消費を低減するために電力モード間で適応的に切り替えることができ
る。
【００２３】
　様々な実施形態のこれらおよび他の特徴について、以下でさらに詳細に説明する。簡単
にするために、本明細書で提示する電力節約技法について、WLANに関して概略的に説明す
る。WLAN(またはWi-Fiネットワーク)は、様々なIEEE 802.11規格(たとえば、802.11a/g、
802.11n、802.11ac、802.11ahなど)に記載されているプロトコルに基づくネットワークを
指す場合がある。しかしながら、同じまたは同様の技法は、セルラーワイヤレスシステム
、ピアツーピアワイヤレス通信、アドホックネットワーク、衛星通信システム、および他
のシステムなどの様々な他のワイヤレス通信システムに使用され得る。「システム」およ
び「ネットワーク」という用語は、互換的に使用される場合がある。
【００２４】
　したがって、以下の説明は例を提供するものであり、特許請求の範囲に記載した範囲、
適用可能性、または構成を限定するものではない。本開示の範囲から逸脱することなく、
説明する要素の機能および配置において変更を行うことができる。様々な実施形態は、必
要に応じて、様々な手順または構成要素を省略、置換、または追加することができる。た
とえば、説明する方法は、説明する順序とは異なる順序で実行され得、様々なステップが
追加され、省略され、または組み合わされ得る。また、いくつかの実施形態に関して説明
する特徴は、他の実施形態において組み合わされ得る。
【００２５】
　最初に図1を参照すると、向上した電力節約を実現するように構成され得るWLAN100、す
なわち、Wi-Fiネットワークが示されている。WLAN100は、AP105と、複数の関連する局115
とを含む。この例では、STA_1、STA_2、STA_3、STA_4、STA_5、STA_6、およびSTA_7とし
て識別される、7個(7)の局、すなわち、STA115が示されている。しかしながら、示される
数は単に説明を目的とするものであるため、WLAN100は、図1に示すものよりも多くの、ま
たはより少ない局115を有し得る。AP105および関連する局115は、基本サービスセット(BS
S)を表し得る。BSS内の様々な局115は、AP105を介して互いと通信することができる。WLA
N100の基本サービスエリア(BSA)を表し得る、AP105のカバレージエリア120も示されてい
る。図1に示されていないが、WLAN100に関連付けられたBSSは、典型的には、複数のAPが
拡張サービスセット内で接続されることを可能にする有線またはワイヤレスの配信システ
ム(DS)に接続される。
【００２６】
　AP105は、送信130を使用して局115の各々と双方向に通信するように構成される。送信1
30は、AP105から局115に送られるダウンリンク送信(たとえば、ビーコンフレーム)、なら
びに局115からAP105に送られるアップリンク送信(たとえば、肯定応答またはACKフレーム
)を含み得る。典型的には、AP105は、そのダウンリンク送信をカバレージエリア120内に
ある局115にブロードキャストするように構成される。
【００２７】
　局115がデータをアクティブに送信または受信することを期待しない状況では、局115の
電力消費を低減するために、その局が無線構成要素などのいくつかの構成要素の電源を切
断することが有利であり得る。802.11規格などの様々なワイヤレス規格は、局115のため
の省電力モードを定義している。省電力モードでは、局115は、少なくとも1つのビーコン
間隔の間、ネットワークスリープモードに入り、配信トラフィック指示メッセージ(DTIM)
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を含むAP105からのビーコンフレームを受信するために周期的にウェイクすることを選ぶ
ことができる。このモードは、ビーコン監視モードまたはDTIMモードと呼ばれることがあ
る。いくつかの実装形態では、DTIMは、たとえば、1つおきのビーコンフレームなど、ビ
ーコンフレーム内で周期的に送信され得、ネットワークスリープモードにおける局115は
、1つおきのビーコンフレームを受信するためにアウェイクするが、さもなければスリー
プのままであってもよく、それによって、電力消費を低減することができる。省電力モー
ドを開始するために、局115は、AP105が局115向けのデータトラフィックをどのように処
理するかを知るように、通知をAP105に送信し得る。いくつかの例では、AP105および局11
5のうちの1つは、局115が省電力モードに入ることに関する通信を実装するように構成さ
れ得る。
【００２８】
　加えて、図1に示すように、1つまたは複数の局115(たとえば、STA_3)は、たとえば、AP
105とのWLAN通信と同時にまたはそれとは異なる時にのいずれかで、ロングタームエボリ
ューション(LTE)などの異なる無線アクセス技術を介して基地局135(たとえば、eNodeBな
ど)と通信するように構成され得る。図示したように、局115は、セルフォン、スマートフ
ォン、コンピュータ、ラップトップ、モデムなどの様々なワイヤレス通信デバイスまたは
ユーザ機器(UE)であってもよい。
【００２９】
　局115は、その電力モードを適応制御するように構成され得る。上記で説明したように
、局115(ワイヤレス通信デバイス)は、着信データのための受信された制御情報中のMCS値
および/または発信データのための判断されたMCS値に基づいて、その電力モードの適応制
御を実装し得る。
【００３０】
　次に図2Aを参照すると、図1を参照しながら上記で説明したワイヤレス通信システムを
含むワイヤレス通信システムにおいて使用され得るフレーム200-aの一例を示す図が示さ
れている。フレーム200-aは、パケットを含み得、WLANまたは同様のワイヤレス通信シス
テムにおいて使用され得る。フレーム200-aの第1の部分205は、フレーム200-aのプリアン
ブルまたはヘッダを表し得る。第2の部分210は、フレーム200-aのデータコンテンツを表
し得る。第1の部分205(たとえば、WLANプリアンブル)は、本明細書で説明したようなMCS
値を含む制御情報を含み得る。
【００３１】
　図2Bは、図1を参照しながら上記で説明したワイヤレス通信システムを含むワイヤレス
通信システムにおいて使用され得るフレーム200-bの別の例を示す図を示す。フレーム200
-bは、複数のパケットを含み得、図2Aのフレーム200-aの一例であり得る。フレーム200-b
は、レガシーショートトレーニングフィールド(L-STF)215と、第1のレガシーロングトレ
ーニングフィールド(L-LTF 1)220と、第2のレガシーロングトレーニングフィールド(L-LT
F 2)225と、レガシー信号(L-SIG)フィールド230と、高スループット信号(HT-SIG 1/2)フ
ィールド235と、高スループットショートトレーニングフィールド(HT-STF)240と、高スル
ープットロングトレーニングフィールド(HT-LTF)245と、データフィールド250とを含み得
る。図はまた、自動利得制御(AGC)検出、MCS判断(たとえば、レガシーおよび/または11n/
11ac)、および電力モード切替え判断などの様々な判断が行われ得ることを示す。電力モ
ード切替え判断は、一般にデータフィールド250において示されるが、たとえば、データ
フィールド250におけるデータの受信のために切替えが実施されるように、データフィー
ルド250が生じる前に判断が行われ得ることを理解されたい。
【００３２】
　フレーム200-bの上に示す破線の円は、フレーム200-bのフィールドの様々な態様に関連
付けられ得るイベントを識別する。たとえば、イベント1、2、3、および4は、L-STFフィ
ールド215に関連付けられるが、イベント15および16は、データフィールド250に関連付け
られる。フレーム200-bの上の様々なイベントは、次の通りである。1 - 利得をドロップ
する、2 - 強い帯域内信号を見つける、3 - OFDMを選ぶ、4 - 粗DC/ppm、5 - ste(粗タイ
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ミング)、6 - 微DC、7 - 微タイミング、8 - 微ppm、9 - チャネル推定、10 - レート長
、11 - htパケット(pkt)を見つける、12 - ht微ppm、13 - 変調およびコーディング方式(
mcs)長20/40アグレッシブ(aggr.)ショートガード間隔(sgi.)など、14 - ht微タイミング
、15 - htチャネル推定(cha. est.)、および16 - データ検出(det)およびトラッキングを
開始する。図示のイベントは参照のためのものにすぎず、所与の実装形態に応じて、行わ
れてもよく、行われなくてもよい。
【００３３】
　フレーム200-bの下に示す破線の正方形は、フレーム200-bに関連付けられた物理(PHY)
レイヤエラーをトリガし得るイベントを識別する。これらのイベントの各々は、フレーム
200-bの特定のフィールドに対応する。たとえば、イベント1および2は、L-STFフィールド
215に関連付けられるが、イベント9は、データフィールド250に関連付けられる。フレー
ム200-bの下の様々なイベントは、次の通りである。1 - cckを選ぶ、2 - scorr低、3 - x
corr低、4 - 微タイミングエラー、5 - steタイムアウト、6 - 長いscorr低、7 - 不正レ
ート/長さまたはパリティエラー、8 - ht-sig巡回冗長検査(crc)エラー、および9 - 電力
低下/高。この場合も、図示のイベントは参照のためのものにすぎず、所与の実装形態に
応じて、行われてもよく、行われなくてもよい。
【００３４】
　図3は、図1を参照しながら上記で説明したワイヤレス通信システムを含むワイヤレス通
信システムにおいて使用され得る別のフレーム構造の一例を示す図を示す。フレーム構造
は、ロングタームエボリューション(LTE)または同様のシステムにおいて使用され得る。
フレーム(たとえば、10ms)300は、等しいサイズの10個のサブフレームに分割され得る。
各サブフレームは、2つの連続するタイムスロットを含み得る。リソースグリッドは、2つ
のタイムスロットを表すために使用され得、各タイムスロットは、リソースブロック(RB)
を含む。リソースグリッドは、複数のリソース要素に分割され得る。
【００３５】
　LTEでは、リソースブロックは、周波数領域における連続する12個のサブキャリアを含
むことができ、各直交周波数分割多重(OFDM)シンボル中のノーマルサイクリックプレフィ
ックスの場合、時間領域において連続する7個のOFDMシンボル、すなわち84個のリソース
要素がある。各リソース要素によって搬送されるビットの数は、変調方式に依存し得る。
したがって、UEが受信するリソースブロックが多く、変調方式が高いほど、UEに対するデ
ータレートは、より高くなり得る。
【００３６】
　この例では、第1のスロット中の最初の1～3または1～4のOFDMシンボルは、制御シグナ
リングシンボル(点線)とセル固有の基準シンボル(CS-RS)(対角線)とを含む制御領域とし
て使用され得る。CR-RSは、第1のスロットの残りの部分および第2のスロットにも含まれ
得る。制御シグナリングシンボルにおいて与えられる制御情報は、物理ダウンリンク制御
チャネル(PDCCH)を通じて送信されるダウンリンク制御情報(DCI)メッセージに含まれる、
1つまたは複数のUEのための制御情報を含み得る。専用の制御領域の後に、データは、物
理ダウンリンク共有チャネル(PDSCH)を介して(白の)未使用のリソース要素のいずれかに
含まれ得る。
【００３７】
　たとえば、ダウンリンク(たとえば、同じサブフレームにおけるユニキャスト受信)の場
合、PDCCHは、着信データのMCS、直交周波数分割多元接続(OFDMA)グリッドにおけるロケ
ーションおよびOFDMサブキャリアの数(たとえば、物理リソースブロック(PRB)の数)を示
すDCI許可を与え得る。したがって、PDCCHまたはそのDCIは、本明細書で説明するようなM
CS値を含み得る。本明細書で説明するように電力モード間で切り替えることは、(MCS値が
判断された後の)PDCCHを介した制御情報の受信の間に、または制御情報の受信が完了した
後に実行され得る。切替えを早く開始することは、データが到着する前に切替えが完了す
るためのより多くの時間を与えることができる。
【００３８】
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　データ(たとえば、PDSCH)は、PDCCHに続く次のOFDMシンボルにおいて受信され得、PDCC
Hは、電力モード切替えが行われるための安全な時間ウィンドウを与えない。代替的に、
データは、PDCCHの後の1つから3つのOFDMシンボルにおいて受信され得る(たとえば、その
スロットの7つのOFDMシンボルにまたがって、7つの残りのOFDMシンボルのPRB割振りを維
持する)。そのような場合、その間にいかなる受信も期待されない71～213μs(ただし、各
OFDMシンボルは71μsである)の「ブラックアウト時間」は、電力モード間のよりゆったり
とした移行が行われることを可能にし得る。
【００３９】
　図4は、PDCCH復号に関する不連続受信(DRX)サイクルのタイミングチャート400を示す図
を示す。チャート400では、UEがアウェイクしているとき、成功したPDCCH復号は非アクテ
ィビティタイマを開始する(1)。非アクティビティタイマは、ある一定の継続時間の後で
満了し得る。ただし、非アクティビティタイマが満了する前に別の成功したPDCCH復号が
開始すると、非アクティビティタイマはリセットされ得る(2)。非アクティビティタイマ
が満了した(3)後、DRXサイクルが開始し得、本明細書で説明するような動的な電力モード
制御が適用され得る。DRXモードである間に、UEは低電力モード(たとえば、LPRFA)で動作
し得、判断されたMCS値に基づいて、高電力モード(たとえば、HPRFA)に切り替え得る。し
たがって、UEは、UEがサブフレームの受信および関連するPDCCHの復号を継続する非アク
ティビティ期間の間に、低電力モードで動作し得る。
【００４０】
　以下の説明は、着信データを受信するための受信モードであるデバイス(たとえば、図1
を参照しながら説明した局115)に関して与えられる。ただし、説明する様々な態様は、デ
ータを送信するための送信モードであるデバイスにも適用され得ることを理解されたい。
たとえば、着信制御情報から判断されなくても、発信データ(たとえば、発信フレーム)の
ためのMCS値が判断され、単独でまたは他の要因と組み合わせてのいずれかのMCS値に基づ
いて、電力モード間で適応的に切り替えることによって、デバイスの電力制御を動的に適
応させるために使用され得る。したがって、本明細書で説明する適応電力制御は、パケッ
トの送信/到着ごとに日和見的に、デバイスのアクティブな送信モードおよび/またはアク
ティブな受信モードの間のフレーム内情報に基づき得る。
【００４１】
　本明細書で説明する様々な適応電力制御手法は、MCSのより低い値の受信に対するかな
り高いトレランスを利用し得る。たとえば、低電力無線周波/アナログ(LPRFA)モードが合
成器または位相ロックループ(PLL)の低ドロップアウト調整器(LDO)を回避することおよび
外部水晶発振器(XTAL)へのバイアスを低減することに関与するとき、MCS6までは、低電力
モードまたは低減された電力モード(たとえば、LPRFAモード)で安全に受信され得る。よ
り低い帯域幅モードのMCS7でも、場合によっては、LPRFAモードで受信され得る。図2Aに
関して上述したように、WLAN(たとえば、WiFi)プリアンブルは、MCSについての情報(たと
えば、MCS値)を含み得、そのMCSを用いてフレームのデータ部分が符号化される。したが
って、MCS情報は、本明細書で説明するような適応電力制御で使用するためにすぐに利用
可能であり得る。
【００４２】
　一態様では、受信モードのデバイスは、フレーム内情報に基づいて、日和見的に(たと
えば、適応的に)電力モードを切り替え得る。いくつかの実施形態では、着信データのす
べてのパケットは、従来行われ得るように、高電力モードまたは増加電力モード(たとえ
ば、高電力無線周波/アナログ(HPRFA)モード)でデバイスによって受信され得る。(たとえ
ば、図2Bにおける、レガシーパケットについてのL-SIGフィールド230で、または11n/11ac
パケットについてのHT-SIG 1/2フィールド235で)着信データのMCS値を検出またはさもな
ければ判断すると、着信データのMCS値に基づいて、HPRFAモードからLPRFAモードへの移
行がトリガされ得る。たとえば、着信データのMCS値がしきいMCS値未満である場合、デバ
イスは、データを受信するためにLPRFAモードに切り替え得る。そうでない場合、デバイ
スは、データを受信するためにHPRFAモードのままであり得る。
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【００４３】
　他の実施形態では、着信データのすべてのパケットは、LPRFAモードでデバイスによっ
て受信され得る。着信データのMCS値を検出またはさもなければ判断すると、着信データ
のMCS値に基づいて、LPRFAモードからHPRFAモードへの移行がトリガされ得る。たとえば
、着信データのMCS値がしきいMCS値よりも大きい場合、デバイスは、データを受信するた
めにHPRFAモードに切り替え得る。そうでない場合、デバイスは、データを受信するため
にLPRFAモードのままであり得る。上述のように、そのような実施形態は、このようにし
て、図4に示す非アクティビティ期間によって示されるものなど、接続モードDRX状態で生
じる場合がある任意の中断(hiatus)(データの受信がないこと)の間に、LPRFAモードを自
動的に用いることができる。非アクティビティ期間の間に、デバイスは、サブフレームの
受信およびPDCCHの復号を継続することができる。デバイスが最初に着信データを受信す
るためのLPRFAモードである場合、そのような受信および復号は、LPRFAモードでデバイス
によって実行され得る。
【００４４】
　いずれの場合も、LPRFAモードとHPRFAモードとの間で切り替えることは、様々な方法で
実行され得る。1つの手法は、無線周波(RF)PLLおよびRF合成器の電圧源を、たとえば、1.
1ボルト(V)LDOから1.1Vスイッチモード電源(SMPS)に切り替え、HPRFAモードからLPRFAモ
ードに移行するためにLDOの電源を切断することであり得る。代替的に、RF PLLまたはRF
合成器のいずれかが1.1V LDOから1.1V SMPSに切り替えられ得、LDOの電源が切断され得る
。LPRFAモードからHPRFAモードに移行するために、逆のことが用いられ得る。ただし、1.
1V SMPSから1.1V LDOへの切替えが行われる前にLDOをオンにするための追加の余裕時間(
たとえば、バジェット)が与えられ得る。
【００４５】
　HPRFAモードからLPRFAモードに切り替えるための別の手法は、外部水晶発振器(XTAL)回
路(または他の高性能モード回路)へのバイアス電流を低減して、それによって引き込まれ
る電流を最小限に抑えることであり得る。逆に、LPRFAモードからHPRFAモードに切り替え
るために、XTAL回路または他の高性能モード回路へのバイアス電流が増加され得る。
【００４６】
　また別の手法は、高電力(HP)合成器と低電力(LP)合成器との間で切り替えることによっ
て、HPRFAモードとLPRFAモードとの間で切り替えることであり得る。図5は、そのような
ものとして用いられ得る構成要素の配置の一例のブロック図500を示す。構成要素は、WLA
N無線周波/アナログ(RFA)回路505の一部であってもよい。ブロック図500は、文脈上、WLA
Nベースバンド(BB)回路510も含む。図5に示すWLAN BB回路510は、モデム515と、DTIM物理
(PHY)レイヤ520と、媒体アクセス制御(MAC)レイヤ525とを含む。
【００４７】
　図5に示すWLAN RFA回路505は、優れた位相雑音を提供し得るが多くの電力を消費する高
電力(HP)またはメイン合成器530と、複数の低電力(LP)またはローカル合成器535とを含む
。本明細書で使用する「高電力」または「より高い電力」および「低電力」または「より
低い電力」は、設定値または特定の電力比がない、互いに相対的なものであり、様々な実
装形態に従って決定され得る。さらに、高電力/より高い電力および低電力/より低い電力
は、値のそれぞれの範囲および/または単一の設定値ではなく複数の相異なる値を伴い得
る。メイン合成器530から各Rx/Txチェーンの混合器540にルーティングする局部発振器(LO
)は比較的長く、したがって、LO分配を駆動するために多くの電力を消費する。
【００４８】
　ローカル合成器535は、メイン合成器530よりも低い位相雑音(PN)およびキャリア間干渉
(ICI)の要件を有し得る。より低いPNおよびICIの要件は、リング発振器または比較的小さ
いLCタンク(LC回路、共振回路、同調回路など)を用いて達成され得る。そのような電圧制
御発振器(VCO)は、2.4GHzから6GHzで動作し得、デュアルバンド(たとえば、11a/b/g/n/ac
)をサポートし得る。そのような比較的小型のVCOは、VCOがRx/Tx混合器540の近くに位置
することを可能にし、したがって、ローカル合成器535から各Rx/Txチェーンの混合器540
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にルーティングするLOを制限し、LO分配のための電力消費を低減する。
【００４９】
　ローカル合成器535のLO(たとえば、VCO)は、たとえば、マルチプレクサ545を介して、
メイン合成器530のLOと多重化され得る。ローカル合成器535のVCOからの同相および直交
成分550は、マルチプレクサ545に直接与えられてもよく、したがって、LO分配を回避し、
電力消費をさらに低減する。
【００５０】
　このようにして、上記で説明したWLAN RFA回路505の構成要素の配置は、関連するワイ
ヤレス通信デバイスの高電力モードと低電力モードとの間で適応的に切り替えるかまたは
移行するための手段を提供し得る。モデム515に関連付けられた複数の送信/受信(Tx/Rx)
チェーンの各々にルーティングされるメイン合成器530から、複数のTx/Rxチェーンのうち
の1つにそれぞれルーティングされるローカルの低出力合成器535に切り替えることは、デ
バイスを高電力モードから低電力モードに切り替える/移行することができる。逆に、ロ
ーカルの低出力合成器535からメイン合成器530に切り替えることは、デバイスを低電力モ
ードから高電力モードに切り替える/移行することができる。
【００５１】
　上記で説明したWLAN RFA回路505の構成要素の配置は、ワイヤレス通信デバイスの電力
モード間で移行するために用いられ得る技法の一実装形態の一例にすぎない。さらに、ブ
ロック図300は基本的な図にすぎず、用いられ得るすべての回路または構成要素を含まな
いことを理解されたい。他の技法も用いられ得る。たとえば、デバイスの電力モード間で
適応的に切り替える/移行することは、位相ロックループ(PLL)の電圧源、合成器の電圧源
、または両方を変更することを伴い得る。代替または追加として、切り替える/移行する
ことは、PLLの低ドロップアウト調整器(LDO)、合成器のLDO、または両方をオフにする(ま
たはオンにする)ことを伴い得る。代替または追加として、切り替える/移行することは、
バイアス電流を1つまたは複数の高性能回路に変更することを伴い得る。
【００５２】
　本明細書で説明する電力モード間の移行は、ほとんどシームレスに実行され得るが、わ
ずかなグリッチを引き起こすか、またはさもなければもたらし得る。グリッチは一時的な
位相誤差になる場合があり、一時的な位相誤差は高いEVM過渡信号になる場合がある。し
たがって、グリッチの潜在的な影響を低減するか、またはなくしさえするために、様々な
軽減技法が用いられ得る。たとえば、合成器ループの帯域幅は、電力モード切替えの前に
増加されてもよく、このことは、VCOのより高速なセトリングおよび位相誤差のより早い
安定化をもたらし得る。代替または追加として、採用されるMCSレートのEVM制約内でグリ
ッチを吸収するための移行点のより低いMCSレート(HPRFAモードのMCSレート未満)である
。代替または追加として、固定または系統的グリッチ(またはその一部分)の場合、そのグ
リッチを補償するために、所定の位相調整が適用され得る。他の軽減技法も好適であり得
る。任意の残差位相誤差は、パイロットトラッキングによって、または判定帰還型(DF:de
cision-feedback)等化器によって補正され得る。グリッチによって引き起こされる位相誤
差は、たとえば、より低いMCSレートでは位相誤差が感知できない場合がある程度まで軽
減され得る。したがって、場合によっては、HPRFAモードからLPRFAモードに移行すること
が好ましいことがある。
【００５３】
　いくつかの実施形態では、電力モード間の切替えまたは移行は、依然としてプリアンブ
ル(たとえば、図2Aの205、または図2Bの250の前)にある間に、(たとえば、L-SIGフィール
ド230またはHT-SIG 1/2フィールド235で)MCS値を判断した直後に達成され得る。代替的に
、電力モード間の切替えまたは移行は、デバイスの受信機の安定状態でプリアンブルが受
信され得るように、プリアンブルの後に(たとえば、図2Aのデータ部分210または図2Bの25
0の間に)達成され得る。
【００５４】
　上述のように、電力モード切替えが行われるべきかどうかを判断するために、MCS値に
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加えて、他の要因が考慮され得る。たとえば、受信(または送信)されるべきパケットの長
さは、1つの要因であり得る。パケットの長さが切替えによって利益を実現するのを可能
にするのに十分であるとき、切替えが保証され得る。考慮すべき別の要因は、ビームフォ
ーミングされたパケットおよび/またはシングルユーザ(SU)パケットが受信(または送信)
されるべきかどうかであり得る。たとえば、第1または第2のAGCが十分に低い干渉(たとえ
ば、ブロッカー干渉、隣接チャネル干渉(ACI)など)を示す場合、HPRFAモードからLPRFAモ
ードへの移行が許可され得る。MCS値とともに考慮され得るまた別の要因は、MCS値および
/または使用されるべき特定のLPRFAモードに依存し得る好適なしきい値と比較した、受信
信号強度インジケータ(RSSI)値、信号対雑音比(SNR)値および/または信号対干渉雑音比(S
INR)値である。
【００５５】
　いくつかの実施形態では、誤ったパケット(たとえば、部分関連付け識別子/グループ識
別子(pAID/GID)の不一致、受信者アドレス(RA)の不一致、デリミタエラー、PHYエラーな
ど)が、(デバイスがすでにLPRFAモードでない限り)LPRFAモードへの切替えをトリガし得
る。そのような切替えは、「NAP」状態の長さ(その状態の間、PHYレイヤおよび/またはMA
Cレイヤは、新しいフレームが媒体に現れるまでnapモードにされる)に対して無条件に行
われ得る。「NAP」状態が失効した場合、HPRFAモードへの切替えが行われ得る。
【００５６】
　上述のように、本明細書で説明する適応電力制御手法は、受信モード、送信モード、ま
たはその両方であるデバイスに適用され得る。ただし、いくつかの実施形態では、送信モ
ードは常にHPRFAモードに事前上昇する(pre-ramping)ので、電力制御手法を受信モードの
みに適用することが望ましい場合がある。
【００５７】
　次に図6Aを参照すると、ブロック図600-aは、様々な実施形態に従って電力モード間で
適応的に切り替えるかまたは移行するように構成され得るワイヤレス通信デバイス115-a(
たとえば、図1を参照しながら説明したWLAN局115またはUE)を示す。デバイス115-aは、図
1を参照しながら説明した局115の様々な態様の一例であり得、図5に関して説明した回路
などの回路を含み得る。デバイス115-a、またはその部分は、プロセッサでもあり得る。
デバイス115-aは、受信機605と、通信マネージャ610と、送信機615と、電力マネージャ62
0とを含み得る。これらの構成要素の各々は、互いと通信していてもよい。
【００５８】
　デバイス115-aの構成要素は、個別にまたは集合的に、適用可能な機能の一部または全
部をハードウェアで実行するように適合された特定用途向け集積回路(ASIC)を用いて実装
され得る。代替的に、機能は、集積回路上の他の処理ユニット(またはコア)によって実行
され得る。他の実施形態では、当技術分野で知られている任意の方法でプログラムされ得
る他のタイプの集積回路(たとえば、ストラクチャード/プラットフォームASIC、フィール
ドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)、および他のセミカスタムIC)が使用され得る。各
ユニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、汎用プロセッサまたは特定用途向けプ
ロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリに記憶された命令を用い
て実装され得る。
【００５９】
　受信機605は、図1を参照しながら説明した他のデバイス115および/またはAP105など、
他のデバイスからの通信を受信し得る。送信機615は、デバイス115-aからの通信を他のデ
バイス115および/またはAP105に送信し得る。通信マネージャ610は、受信機605および/ま
たは送信機615を介してそのような通信を管理するように構成され得る。さらに、通信マ
ネージャ610は、発信データおよび/または着信データに関連付けられたフレーム内情報、
たとえば、そのデータに関連付けられた制御情報を判断するように構成され得る。判断さ
れたフレーム内情報に基づいて、電力マネージャ620は、所望の電力モードを判断し、電
力モード間で切り替える/移行することによって、デバイス115-aに対してその所望の電力
モードを実装するように構成され得る。たとえば、電力マネージャ620は、受信機605、通
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信マネージャ610および/または送信機615と通信して、そのような構成要素、もしくはそ
れらの構成要素をオン/オフにするか、それらに供給される電圧および/もしくは電流を変
更するか、またはさもなければ動作中のデバイス115-aの電力消費を変化させることがで
きる。
【００６０】
　いくつかの実施形態では、受信機605は、制御情報およびデータを含む着信フレームを
受信するための手段であり得る。いくつかの実施形態では、電力マネージャ620は、単独
でまたは通信マネージャ610と組み合わせてのいずれかで、ある電力モードから別の電力
モードに移行するための手段であり得る。さらに、受信機605、通信マネージャ610、送信
機615および/または電力マネージャ620は、単独でまたは様々な組合せでのいずれかで、
たとえば、上記で説明した、または図9および/もしくは図10に関して以下でさらに説明す
る、機能または動作のいずれかを実行するための手段であり得る。
【００６１】
　図6Bは、様々な実施形態に従って電力モード間で適応的に切り替えるかまたは移行する
ように構成され得る別のワイヤレス通信デバイス115-b(たとえば、図1を参照しながら説
明したWLAN局115またはLTE UE)を示すブロック図600-bを示す。デバイス115-bは、図1お
よび/または図6Aを参照しながら説明した局115の様々な態様の一例であり得、図5に関し
て説明した回路などの回路を含み得る。デバイス115-b、またはその部分は、プロセッサ
でもあり得る。デバイス115-bは、受信機605と、通信マネージャ610と、送信機615と、電
力マネージャ620-aとを含み得る。これらの構成要素の各々は、互いと通信していてもよ
い。
【００６２】
　デバイス115-bの構成要素は、個別にまたは集合的に、適用可能な機能の一部または全
部をハードウェアで実行するように適合された特定用途向け集積回路(ASIC)を用いて実装
され得る。代替的に、機能は、集積回路上の処理ユニット(またはコア)によって実行され
得る。他の実施形態では、当技術分野で知られている任意の方法でプログラムされ得る他
のタイプの集積回路(たとえば、ストラクチャード/プラットフォームASIC、フィールドプ
ログラマブルゲートアレイ(FPGA)、および他のセミカスタムIC)が使用され得る。各ユニ
ットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセ
ッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリに記憶された命令を用いて実
装され得る。
【００６３】
　受信機605、通信マネージャ610および送信機615は、図6Aに関して前に説明したように
構成され得る。電力マネージャ620-aは、電力モード判断器625と、電力コントローラ630
とを含み得る。
【００６４】
　電力マネージャ620-aは、図6Aに関して上記で説明したように、デバイス115-bの電力モ
ードを管理するために、様々な機能を実行するように構成され得る。この例では、電力マ
ネージャ620-aは、通信マネージャ610から着信フレームまたは発信フレームに関するフレ
ーム内情報(たとえば、プリアンブル、制御情報、MCSなど)を受信し得る。電力マネージ
ャ620-aは、フレームを送信または受信するための所望の電力モードを判断するために、
そのような情報を電力モード判断器625に与え得る。電力モード判断器625は、本明細書で
説明したように、フレーム内情報、および場合によっては他の要因を使用して、所望の電
力モードを判断し得る。電力モード判断器625は、電力コントローラ630または電力マネー
ジャ620-aのいずれかに所望の電力モードを示し得、電力マネージャ620-aは、電力コント
ローラ630の動作を制御するかまたはさもなければ命令し得る。電力コントローラ630は、
上記で説明した技法および/または以下で説明する技法などの様々な技法を使用して、所
望の電力モードを実装するように構成され得る。いくつかの実施形態では、電力コントロ
ーラ630は、所望の電力モードに従って電力方式を判断するように構成され得、判断され
た電力方式を実装するために、電力マネージャ620-aに、受信機605、通信マネージャ610
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および送信機615などの様々な構成要素と通信させ得る。
【００６５】
　図7Aは、電力モードの適応制御を実装し得るワイヤレス通信デバイスまたはUE115-c(た
とえば、図1を参照しながら説明したWLAN局115またはLTE UE)を示すブロック図700-aを示
す。デバイス115-cは、図1、図6Aおよび/または図6Bを参照しながら説明した局115の様々
な態様の一例であり得、図5に関して説明した回路などの回路を含み得る。デバイス115-c
、またはその部分は、プロセッサでもあり得る。デバイス115-cは、受信機705と、通信マ
ネージャ710と、送信機715と、電力マネージャ720と、MCS判断器725とを含み得る。これ
らの構成要素の各々は、互いと通信していてもよい。
【００６６】
　デバイス115-cの構成要素は、個別にまたは集合的に、適用可能な機能の一部または全
部をハードウェアで実行するように適合された特定用途向け集積回路(ASIC)を用いて実装
され得る。代替的に、機能は、集積回路上の処理ユニット(またはコア)によって実行され
得る。他の実施形態では、当技術分野で知られている任意の方法でプログラムされ得る他
のタイプの集積回路(たとえば、ストラクチャード/プラットフォームASIC、フィールドプ
ログラマブルゲートアレイ(FPGA)、および他のセミカスタムIC)が使用され得る。各ユニ
ットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセ
ッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリに記憶された命令を用いて実
装され得る。
【００６７】
　受信機705、通信マネージャ710および送信機715は、図6Aおよび/または図6Bに関して前
に説明したように構成され得る。この例では、電力マネージャ720は、MCS判断器725からM
CS値を受信し、ならびに通信マネージャ710から着信フレームまたは発信フレームに関す
る他の情報を受信するように構成され得る。MCS判断器725はまた、着信フレームまたは発
信フレームに関する情報を受信し得、その情報から、MCS判断器725は、(たとえば、通信
マネージャ710からの)そのフレームに関連付けられたMCS値を判断し得る。MCS判断器725
によって判断され与えられたMCS値に基づいて、電力マネージャ720は所望の電力モードを
判断する。電力マネージャ720は、本明細書で説明したように、所望の電力モードを判断
するために、MCS値に加えて他の要因を考慮し得る。電力マネージャ720は、上記で説明し
た技法および/または以下で説明する技法などの様々な技法を使用して、所望の電力モー
ドを実装するように構成され得る。いくつかの実施形態では、電力マネージャ720は、識
別されたMCS(および、必要に応じてまたは所望通りに、他の要因)に従って電力方式を判
断するように構成され得、受信機705、通信マネージャ710および送信機715などの様々な
構成要素に、判断された電力方式を実装させ得る。
【００６８】
　図7Bは、電力モードの適応制御を実装し得る別のワイヤレス通信デバイスまたはUE115-
d(たとえば、図1を参照しながら説明したWLAN局115またはUE)を示すブロック図700-bを示
す。デバイス115-dは、図1、図6A、図6Bおよび/または図7Aを参照しながら説明した局115
の様々な態様の一例であり得、図5に関して説明した回路などの回路を含み得る。デバイ
ス115-d、またはその部分は、プロセッサでもあり得る。デバイス115-dは、受信機705と
、通信マネージャ710と、送信機715と、電力マネージャ720と、MCS判断器725と、比較器7
30とを含み得る。これらの構成要素の各々は、互いと通信していてもよい。
【００６９】
　デバイス115-dの構成要素は、個別にまたは集合的に、適用可能な機能の一部または全
部をハードウェアで実行するように適合された特定用途向け集積回路(ASIC)を用いて実装
され得る。代替的に、機能は、集積回路上の処理ユニット(またはコア)によって実行され
得る。他の実施形態では、当技術分野で知られている任意の方法でプログラムされ得る他
のタイプの集積回路(たとえば、ストラクチャード/プラットフォームASIC、フィールドプ
ログラマブルゲートアレイ(FPGA)、および他のセミカスタムIC)が使用され得る。各ユニ
ットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセ
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ッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリに記憶された命令を用いて実
装され得る。
【００７０】
　受信機705、通信マネージャ710、および送信機715は、図6A、図6Bおよび/または図7Aに
関して前に説明したように構成され得る。この例では、電力マネージャ720は、上記で説
明したように、MCS判断器725からMCS値を受信し、ならびに通信マネージャ710から着信フ
レームまたは発信フレームに関する他の情報を受信するように構成され得る。MCS判断器7
25はまた、着信フレームまたは発信フレームに関する情報を受信し得、その情報から、MC
S判断器725は、そのフレームに関連付けられたMCS値を判断し得る。電力マネージャ720は
、MCS判断器725によって判断されたMCS値を比較器730に与え得、比較器730は、MCS値をし
きいMCS値と比較するように構成され得る。たとえば、比較器730は、HPRFAに切り替える
ための第1のしきいMCS値およびLPRFAに切り替えるための第2のMCS値など、比較のための2
つのしきいMCS値を含み得る。いくつかの実施形態では、しきいMCS値は、それぞれの電力
モード(たとえば、HPRFAおよびLPRFA)に関連付けられたMCS値であり得る。比較の結果に
基づいて、電力マネージャ720は所望の電力モードを判断し得る。電力マネージャ720は、
本明細書で説明したように、所望の電力モードを判断するために、MCS値比較の結果に加
えて他の要因を考慮し得る。電力マネージャ720は、上記で説明した技法および/または以
下で説明する技法などの様々な技法を使用して、所望の電力モードを実装するように構成
され得る。
【００７１】
　図8を参照すると、ブロック図800は、様々な実施形態によるワイヤレス通信デバイス11
5-e(たとえば、WLAN局またはLTE UE)のアーキテクチャを示す。デバイス(たとえば、局)1
15-eは、様々な他の構成を有する場合があり、パーソナルコンピュータ(たとえば、ラッ
プトップコンピュータ、ネットブックコンピュータ、タブレットコンピュータなど)、セ
ルラー電話、PDA、デジタルビデオレコーダ(DVR)、インターネットアプライアンス、ゲー
ムコンソール、電子リーダなどに含まれるか、またはその一部であってもよい。デバイス
115-eは、モバイル動作を容易にするために、小型バッテリーなどの内部電源(図示せず)
を有し得る。デバイス115-eは、図1、図6A、図6B、図7Aおよび/または図7Bのデバイス/局
115の一例であり得る。
【００７２】
　デバイス115-eは、プロセッサ805と、メモリ810と、トランシーバモジュール815と、ア
ンテナ820と、通信マネージャ825と、電力マネージャ830とを含み得る。電力マネージャ8
30は、それぞれ、図6A、図6B、図7Aおよび/または図7Bの電力マネージャ620、620-aおよ
び/または720の一例であり得る。これらの構成要素の各々は、たとえば、バス835を介し
て、直接的にまたは間接的に互いと通信していてもよい。
【００７３】
　メモリ810は、RAMおよび/またはROMを含み得る。メモリ810は、実行されると、プロセ
ッサ805に、電力モード制御のための本明細書で説明する様々な機能を実行させるように
構成された命令を含んでいるコンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア(SW)
コード840を記憶し得る。代替的に、ソフトウェアコード840は、プロセッサ805によって
直接的に実行可能でないことがあるが、(たとえば、コンパイルされ実行されると)コンピ
ュータに本明細書で説明する機能を実行させるように構成され得る。
【００７４】
　プロセッサ805は、インテリジェントハードウェアデバイス、たとえば、CPU、マイクロ
コントローラ、ASICなどを含み得る。プロセッサ805は、トランシーバモジュール815を介
して受信された、および/またはアンテナ820を介した送信のためにトランシーバモジュー
ル815に送られるべき情報を処理し得る。プロセッサ805は、単独でまたは通信マネージャ
825および/もしくは電力マネージャ830とともに、本明細書で説明したようにデバイス115
-eの電力モードを適応制御する(切り替える、移行する、など)ための様々な態様に対処し
得る。
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【００７５】
　トランシーバモジュール815は、AP105-a、基地局135-aおよび/または別のデバイス(た
とえば、局)115-fと双方向に通信するように構成され得、これらの各々は、図1の対応す
るデバイス105、135および115の一例であり得る。トランシーバモジュール815は、送信機
および受信機によって実装され得る。トランシーバモジュール815は、パケットを変調し
、変調されたパケットを送信のためにアンテナ820に与え、アンテナ820から受信されたパ
ケットを復調するように構成されたモデムを含み得る。デバイス115-eは単一のアンテナ8
20を含み得るが、デバイス115-eが複数のアンテナ820を含み得る実施形態があり得る。
【００７６】
　デバイス115-eの構成要素は、図1～図7Bに関して上記で説明した態様を実装するように
構成され得、それらの態様については簡潔のためにここでは繰り返さないことがある。さ
らに、デバイス115-eの構成要素は、図9～図10に関して以下で説明する態様を実装するよ
うに構成され得、それらの態様についても簡潔のためにここでは繰り返さないことがある
。
【００７７】
　次に図9を参照すると、様々な実施形態による、適応電力制御を実装するための方法900
のフローチャートが示されている。方法900は、たとえば、図1、図6A、図6B、図7A、図7B
および/または図8のデバイス115を使用して実装され得る。方法900によれば、デバイス11
5は、着信送信フレームを受信するための受信モードであり得る。一実装形態では、それ
ぞれ図6A、図6B、図7A、図7Bおよび/または図8を参照しながら説明した通信マネージャ61
0、710および/または825は、以下で説明する機能を実行するために、デバイス115の機能
要素を制御するためのコードのセットを実行するように構成され得る。
【００７８】
　ブロック905において、デバイス115は、デバイスの第1の電力モードである間に、送信
フレーム中の着信データのための制御情報を受信し得る。制御情報は、変調およびコーデ
ィング方式(MCS)値を含み得る。ブロック910において、デバイス115は、MCS値に基づいて
、デバイスの第2の電力モードに適応的に切り替え得る。方法900によれば、第2の電力モ
ードは、第1の電力モードよりも低い電力モードであり得る。したがって、上記で説明し
たように、着信フレームに関連付けられたMCS値が、電力を節約するためにより低い電力
モードが適切であるまたは所望されていることを示すとき、デバイス115は、送信フレー
ム中のデータを受信するためのより低い電力モードを実装し得る。
【００７９】
　したがって、方法900は、適切であるかまたは可能であるとき、着信データを受信する
ために低電力モードが実装され得、低電力モードが不適切であるかまたは好適ではないと
き、着信データを受信するために高電力モードが使用され得るように、デバイスの電力モ
ードを適応制御するために使用され得る。したがって、デバイス115は、MCS値を含むフレ
ーム内情報を使用して、データの受信のための様々な異なる電力モードを実装し得る。方
法900は一実装形態にすぎず、他の実装形態が可能であることに留意されたい。
【００８０】
　図10は、様々な実施形態による、適応電力制御を実装するための別の方法1000のフロー
チャートである。方法1000は、たとえば、図1、図6A、図6B、図7A、図7Bおよび/または図
8のデバイス115を使用して実装され得る。方法1000によれば、デバイス115は、着信送信
フレームを受信するための受信モードであり得る。一実装形態では、それぞれ図6A、図6B
、図7A、図7Bおよび/または図8を参照しながら説明した通信マネージャ610、710および/
または825は、以下で説明する機能を実行するために、デバイス115の機能要素を制御する
ためのコードのセットを実行するように構成され得る。
【００８１】
　ブロック1005において、デバイス115は、第1の電力モードで送信フレームの制御情報を
受信し得る。制御情報は、フレームの構造に従って、WLANプリアンブル、制御領域(たと
えば、PDCCHのDCI)などにあり得る。制御情報はMCSに対応するMCS値を含み得、そのMCSを
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用いてデータがコーディングされる。ブロック1010において、デバイス115は、フレーム
のMCS値を判断し得る。MCS値は、たとえば、制御情報中のMCS値を識別することによって
判断され得る。次に、ブロック1015において、デバイス115は、第2の電力モードに切り替
えることによってもたらされることが予想される位相誤差を調整し得る。本明細書で説明
する位相誤差を軽減するための様々な手法のいずれかが用いられ得る。次いで、ブロック
1020において、デバイス115は、MCS値に基づいて、第2の電力モードに切り替え得る。本
明細書で説明したように、MCS値は、第1の電力モード以外の電力モードがフレームのデー
タを受信するために適切であるかまたは望ましいことを示し得る。フレームのMCS値は、
フレームのデータを受信するための適切な/所望の電力モードを判断するために、1つまた
は複数のしきい値と比較され得る。加えて、適切な/所望の電力モードおよびいつ対応す
る切替えを行うべきかを判断するために、他の要因がMCS値とともに使用され得る。
【００８２】
　方法1000によれば、第2の電力モードは、第1の電力モードよりも低い電力モードであり
得る。したがって、上記で説明したように、デバイス115は、フレームの制御情報を受信
するためのより高い電力モードを実装し得、フレームに関連付けられたMCS値によって示
されるとき、より高い電力モードからより低い電力モードに切り替えるかまたは移行する
ことができる。
【００８３】
　したがって、方法1000はまた、たとえば、電力を節約するためにおよび/または性能を
保証するために、フレームのデータを受信するために適切な電力モードが実装され得るよ
うに、デバイスの電力モードを適応制御するために使用され得る。方法1000は一実装形態
にすぎず、他の実装形態が可能であることに留意されたい。たとえば、様々な実装形態は
、方法900および/または1000の組合せからの特徴を本明細書で説明する様々な追加の特徴
と組み合わせることによって取得され得る。
【００８４】
　本明細書で説明する技法は、上述のシステムおよび無線技術ならびに他のシステムおよ
び無線技術に使用され得る。ただし、上記の説明では、例としてWLANシステムについて説
明し、上記の説明の大部分においてWLAN用語が使用されるが、本技法はWLAN用途以外に適
用可能である。
【００８５】
　添付の図面に関して上記に記載した詳細な説明は、例示的な実施形態について説明して
おり、実装され得るまたは特許請求の範囲内に入る実施形態のみを表すものではない。本
明細書全体にわたって使用される「例示的」という用語は、「例、事例、または例示とし
て役立つ」ことを意味し、「好ましい」または「他の実施形態よりも有利な」を意味する
ものではない。詳細な説明は、説明した技法の理解を与えるための具体的な詳細を含む。
しかしながら、これらの技法は、これらの具体的な詳細なしに実践され得る。場合によっ
ては、よく知られている構造およびデバイスは、説明した実施形態の概念を曖昧にするの
を回避するために、ブロック図の形態で示されている。
【００８６】
　情報および信号は、様々な異なる技術および技法のいずれかを使用して表され得る。た
とえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、信号、
ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁性粒子、光場
または光学粒子、またはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【００８７】
　本明細書の開示に関して説明した様々な例示的なブロックおよびモジュールは、汎用プ
ロセッサ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、特定用途向け集積回路(ASIC)、フィールドプ
ログラマブルゲートアレイ(FPGA)もしくは他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲート
もしくはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、または本明細書で説明する機能
を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを用いて実装または実行され得る。汎
用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替として、プロセッサは、任意の従
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来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状態機械であり得る。プ
ロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ、たとえば、DSPとマイクロプロ
セッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、DSPコアと連携するマイクロプロセッサ、
または任意の他のそのような構成として実装され得る。
【００８８】
　本明細書で説明する機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフトウェ
ア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せにおいて実装され得る。プロセッサに
よって実行されるソフトウェアにおいて実装される場合、機能は、命令またはコードとし
て、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を介して送信
され得る。他の例および実装形態は、本開示および添付の特許請求の範囲の範囲内にある
。たとえば、ソフトウェアの性質により、上記で説明した機能は、プロセッサによって実
行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこ
れらのいずれかの組合せを使用して実装される場合がある。機能を実装する特徴はまた、
機能の部分が異なる物理的ロケーションにおいて実装されるように分散されることを含め
、様々な位置に物理的に位置していてもよい。また、特許請求の範囲を含めて、本明細書
で使用する場合、項目の列挙中で使用される「または」は、たとえば、「A、B、またはC
」の列挙がAまたはBまたはCまたはABまたはACまたはBCまたはABC(すなわち、AおよびBお
よびC)を意味するように、選言的な列挙を示す。
【００８９】
　コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を
容易にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体
は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり
得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、RAM、ROM、EEPROM、CD-ROMもし
くは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気ストレージデ
バイス、または命令もしくはデータ構造の形態の所望のプログラムコード手段を搬送もし
くは記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータまたは汎用もしくは専用
プロセッサによってアクセスされ得る任意の他の媒体を備えることができる。また、いか
なる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケ
ーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線(DSL)、または赤外線
、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用してウェブサイト、サーバ、また
は他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイス
トペア、DSL、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の
定義に含まれる。本明細書で使用するディスク(disk)およびディスク(disc)は、コンパク
トディスク(CD)、レーザーディスク(登録商標)、光ディスク、デジタル多用途ディスク(D
VD)、フロッピー(登録商標)ディスクおよびブルーレイディスクを含み、ディスク(disk)
は通常、データを磁気的に再生し、ディスク(disc)は、レーザーを用いてデータを光学的
に再生する。上記の組合せも、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【００９０】
　本開示の前述の説明は、当業者が本開示を作成または使用することを可能にするために
提供される。本開示への様々な修正は当業者に容易に明らかとなり、本明細書で定義する
一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され得る。本開示全
体にわたって、「例」または「例示的」という用語は、一例または一事例を示すものであ
り、言及された例についてのいかなる選好も暗示せず、または要求しない。したがって、
本明細書は、本明細書で説明する例および設計に限定されるものではなく、本明細書で開
示する原理および新規の特徴と一致する最も広い範囲を与えられるべきである。
【符号の説明】
【００９１】
　　100　WLAN
　　105　AP
　　105-a　AP
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　　115　局、STA、デバイス、WLAN局、
　　115-a　ワイヤレス通信デバイス、デバイス
　　115-b　ワイヤレス通信デバイス、デバイス
　　115-c　ワイヤレス通信デバイスまたはUE、デバイス
　　115-d　ワイヤレス通信デバイスまたはUE、デバイス
　　115-e　ワイヤレス通信デバイス、デバイス
　　115-f　デバイス
　　120　カバレージエリア
　　130　送信
　　135　基地局
　　135-a　基地局
　　200-a　フレーム
　　200-b　フレーム
　　205　第1の部分
　　210　第2の部分、データ部分
　　215　レガシーショートトレーニングフィールド(L-STF)、L-STFフィールド
　　220　第1のレガシーロングトレーニングフィールド(L-LTF 1)
　　225　第2のレガシーロングトレーニングフィールド(L-LTF 2)
　　230　レガシー信号(L-SIG)フィールド、L-SIGフィールド
　　235　高スループット信号(HT-SIG 1/2)フィールド、HT-SIG 1/2フィールド
　　240　高スループットショートトレーニングフィールド(HT-STF)
　　245　高スループットロングトレーニングフィールド(HT-LTF)
　　250　データフィールド
　　300　フレーム
　　400　タイミングチャート、チャート
　　500　ブロック図
　　505　WLAN無線周波/アナログ(RFA)回路、WLAN RFA回路
　　510　WLANベースバンド(BB)回路、WLAN BB回路
　　515　モデム
　　520　DTIM物理(PHY)レイヤ
　　525　媒体アクセス制御(MAC)レイヤ
　　530　メイン合成器
　　535　ローカル合成器
　　540　混合器、Rx/Tx混合器
　　545　マルチプレクサ
　　550　同相および直交成分
　　600-a　ブロック図
　　600-b　ブロック図
　　605　受信機
　　610　通信マネージャ
　　615　送信機
　　620　電力マネージャ
　　620-a　電力マネージャ
　　625　電力モード判断器
　　630　電力コントローラ
　　700-a　ブロック図
　　700-b　ブロック図
　　705　受信機
　　710　通信マネージャ
　　715　送信機
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　　720　電力マネージャ
　　725　MCS判断器
　　730　比較器
　　800　ブロック図
　　805　プロセッサ
　　810　メモリ
　　815　トランシーバモジュール
　　820　アンテナ
　　825　通信マネージャ
　　830　電力マネージャ
　　835　バス
　　840　コンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア(SW)コード、ソフトウ
ェアコード
　　900　方法
　　1000　方法

【図１】 【図２Ａ】
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【図２Ｂ】 【図３】

【図４】 【図５】
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【図６Ａ】 【図６Ｂ】

【図７Ａ】 【図７Ｂ】
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【図８】 【図９】

【図１０】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年11月29日(2016.11.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信デバイスのための適応電力制御の方法であって、
　前記デバイスの第1の電力モードである間に、送信フレーム中の着信データのための制
御情報を受信するステップであって、前記制御情報が、変調およびコーディング方式(MCS
)値を含む、ステップと、
　前記送信フレームの間に、前記デバイスの第2の電力モードに適応的に切り替えるステ
ップであって、前記切り替えるステップが、前記受信されたMCS値に少なくとも部分的に
基づく、ステップと
を含む方法。
【請求項２】
　前記第2の電力モードである間に、前記送信フレームの着信データを受信するステップ
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記第2の電力モードが、前記第1の電力モードよりも低い電力モードである、請求項1
に記載の方法。
【請求項４】
　前記第2の電力モードに適応的に切り替えるステップが、
　前記第1の電力モード用のモデムに関連付けられた複数の送信/受信(Tx/Rx)チェーンの
各々にルーティングされるメイン合成器から、前記第2の電力モード用の前記複数のTx/Rx
チェーンのうちの1つにそれぞれルーティングされる複数のローカル合成器に切り替える
ステップ
を含む、請求項3に記載の方法。
【請求項５】
　前記第2の電力モードに適応的に切り替えるステップが、
　位相ロックループ(PLL) の電圧源、合成器の電圧源、もしくは両方を変更するステップ
、
　前記PLLの低ドロップアウト調整器(LDO)、前記合成器のLDO、もしくは両方をオフにす
るステップ、
　高性能回路へのバイアス電流を変更するステップ、
　またはそれらの組合せ
を含む、請求項3に記載の方法。
【請求項６】
　切替えによって引き起こされる位相誤差を軽減するために、前記第2の電力モードに切
り替える前に位相誤差を調整するステップ
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　位相誤差を調整するステップが、
　関連する電圧制御発振器(VCO)のセトリングレートを上げるために、合成器ループの帯
域幅を増加するステップ
を含む、請求項6に記載の方法。
【請求項８】
　位相誤差を調整するステップが、
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　前記第1の電力モードと前記第2の電力モードとの間の移行点のためのMCSレートを実装
するステップであって、前記実装されたMCSレートが、前記第2の電力モードに関連付けら
れたMCSレートよりも低く、切替えによって引き起こされる位相誤差を軽減するエラーベ
クトル振幅(EVM)制約を有する、ステップ
を含む、請求項6に記載の方法。
【請求項９】
　位相誤差を調整するステップが、
　所定の位相調整を適用するステップ
を含む、請求項6に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第2の電力モードが、前記第1の電力モードよりも高い電力モードである、請求項1
に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第2の電力モードに適応的に切り替えるステップが、
　前記第1の電力モード用の複数の送信/受信(Tx/Rx)チェーンのうちの1つにそれぞれルー
ティングされる複数のローカル合成器から、前記第2の電力モード用のモデムに関連付け
られた前記複数のTx/Rxチェーンの各々にルーティングされるメイン合成器に切り替える
ステップ
を含む、請求項10に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第2の電力モードに適応的に切り替えるステップがまた、前記デバイスによって受
信されるべきであるパケットの長さに基づく、請求項1に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第2の電力モードに適応的に切り替えるステップがまた、前記デバイスによって受
信されるべきであるビームフォーミングされたパケットまたはシングルユーザパケットに
基づく、請求項1に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第2の電力モードに適応的に切り替えるステップがまた、前記デバイスによって受
信されるべきであるパケットの受信信号強度インジケータ(RSSI)、信号対雑音比(SNR)ま
たは信号対干渉雑音比(SINR)に基づく、請求項1に記載の方法。
【請求項１５】
　制御情報を受信するステップが、
　ワイヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)プリアンブルを受信するステップ
を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第2の電力モードに切り替えるステップが、
　前記制御情報の受信の間に、前記第2の電力モードに切り替えるステップ
を含む、請求項15に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第2の電力モードに切り替えるステップが、
　前記制御情報の受信が完了した後に、前記第2の電力モードに切り替えるステップ
を含む、請求項15に記載の方法。
【請求項１８】
　前記デバイスがロングタームエボリューション(LTE)デバイスであり、制御情報を受信
するステップが、
　物理ダウンリンク制御チャネル(PDCCH)を介して制御情報を受信するステップ
を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１９】
　前記第2の電力モードに切り替えるステップが、
　前記PDCCHを介した前記制御情報の受信の間に、前記第2の電力モードに切り替えるステ
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ップ
を含む、請求項18に記載の方法。
【請求項２０】
　前記第2の電力モードに切り替えるステップが、
　前記PDCCHを介した前記制御情報の受信が完了した後に、前記第2の電力モードに切り替
えるステップ
を含む、請求項18に記載の方法。
【請求項２１】
　前記着信データのための前記MCS値が、ダウンリンク制御情報(DCI)許可において示され
る、請求項18に記載の方法。
【請求項２２】
　ワイヤレス通信デバイスであって、
　前記デバイスの第1の電力モードである間に、送信フレーム中の着信データのための制
御情報を受信するように構成された受信機であって、前記制御情報が、変調およびコーデ
ィング方式(MCS)値を含む、受信機と、
　前記送信フレームの間に、前記デバイスの第2の電力モードに適応的に切り替えるよう
に構成された電力コントローラであって、前記切り替えることが、前記受信されたMCS値
に少なくとも部分的に基づく、電力コントローラと
を備えるワイヤレス通信デバイス。
【請求項２３】
　前記受信機が、
　前記第2の電力モードである間に、前記送信フレームの着信データを受信するようにさ
らに構成される、請求項22に記載のデバイス。
【請求項２４】
　前記第2の電力モードが、前記第1の電力モードよりも低い電力モードである、請求項22
に記載のデバイス。
【請求項２５】
　前記第1の電力モード用のモデムに関連付けられた複数の送信/受信(Tx/Rx)チェーンの
各々にルーティングされるメイン合成器と、
　前記第2の電力モード用の前記複数のTx/Rxチェーンのうちの1つにそれぞれルーティン
グされる複数のローカル合成器とをさらに備え、前記電力コントローラが、前記メイン合
成器から前記複数のローカル合成器に切り替えることによって、前記第2の電力モードに
適応的に切り替えるように構成される、
請求項24に記載のデバイス。
【請求項２６】
　ワイヤレス通信デバイスのための適応電力制御のための装置であって、
　前記デバイスの第1の電力モードである間に、送信フレーム中の着信データのための制
御情報を受信するための手段であって、前記制御情報が、変調およびコーディング方式(M
CS)値を含む、手段と、
　前記送信フレームの間に、前記デバイスの第2の電力モードに適応的に切り替えるため
の手段であって、前記切り替えることが、前記受信されたMCS値に少なくとも部分的に基
づく、手段と
を備える装置。
【請求項２７】
　前記受信するための手段が、
　前記第2の電力モードである間に、前記送信フレームの着信データを受信するようにさ
らに構成される、請求項26に記載の装置。
【請求項２８】
　前記第2の電力モードが、前記第1の電力モードよりも低い電力モードである、請求項26
に記載の装置。
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【請求項２９】
　前記第1の電力モード用のモデムに関連付けられた複数の送信/受信(Tx/Rx)チェーンの
各々にルーティングされるメイン合成器と、
　前記第2の電力モード用の前記複数のTx/Rxチェーンのうちの1つにそれぞれルーティン
グされる複数のローカル合成器とをさらに備え、前記第2の電力モードに前記適応的に切
り替えるための手段が、前記デバイスを前記第1の電力モードから前記第2の電力モードに
移行するために、前記メイン合成器から前記複数のローカル合成器に切り替えるように構
成される、
請求項28に記載の装置。
【請求項３０】
　記憶された命令を含む非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって、前記命令が、
　デバイスの第1の電力モードである間に、送信フレーム中の着信データのための制御情
報を受信することであって、前記制御情報が、変調およびコーディング方式(MCS)値を含
む、受信することと、
　前記送信フレームの間に、前記デバイスの第2の電力モードに適応的に切り替えること
であって、前記切り替えることが、前記受信されたMCS値に少なくとも部分的に基づく、
適応的に切り替えることと
を行うようにコンピュータによって実行可能である、非一時的コンピュータ可読記憶媒体
。
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